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本事業のあらまし

• インバウンド需要の取り込み
• 京都、大阪、東京といった大都市や交通の至便な地域での
インバウンド需要

• 北海道、沖縄などの観光地としての魅力や航空機でのアク
セスの良さ

• その他地域との差が大きく、十分な取り込みができていない

• ＭＩＣＥ・国際会議での取り込み
• 安定的な需要、予測が可能、一人当たりの支出が大きい
• 他の産業へのインパクトが大きい
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教育プログラムの意図

•地方におけるＭＩＣＥ人材
• 神戸での実践や日本、世界における実践を習得し実施
に移す能力を持つ

• ホテルマネジメント、インターシップ
• サービスマネジメント

•地域観光を担えるマネジメント人材
• サービスイノベーションの基本的な知識を持ち持続的
な発展を構想できる

• 地域観光、ソーシャル・マネジメント
• サービスマーケティング
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実施体制 構想図

関西学院大学
経営戦略研究科
ビジネススクール 外部協力機関

外部協力機関

サービス経営人
材育成センター
構想

経済産業省 産学連携サービス経営人材育
成事業

診療所を中核とした地域医療経
営人材育成プログラム

地域医療プログラム

ホテルマネジメントプログラム

高等教育機関マネジメントプログラム

サービスイノベーションプログラム

文部科学省 高度専門職業人育成機能強化促
進委託事業

インバウンド需要に対応したＭＩＣ
Ｅ・地方観光人材の育成プログラム
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実施体制

プログラム運営委員会
運営委員長 山本昭二
委員 佐竹隆幸
委員 羽室行信
委員 国枝よしみ
委員 境田 司

プログラム検討委員会
委員長 山本昭二
委員 国枝よしみ
委員 田中祥司
委員 境田 司
委員 佐藤彰展
委員 原 辰徳

プログラム評価委員会
委員長 佐竹隆幸
委員 佐藤侑子
委員 安東尚徳
委員 竹中 毅
委員 安岡正雄

アドバイザー
浦田哲郎
水野啓子
長田一郎
江崎貴久
畦地履正
安岡正雄
松下麻理
水野啓子
米田 晶

講義担当
森藤ちひろ
西尾智子

実施体制図
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委員会の開催等
• 第1回プログラム運営委員会（2017年8月25日）
・プロジェクトの説明

・意見交換

・今後のスケジュールの確認

• 第1回プログラム検討委員会（2017年10月4日）
・プロジェクトの説明

・調査内容、 シラバスについて検討

・パイロット講義の実施について

・今後のスケジュールの確認

• 第2回プログラム検討委員会
（2017年12月18日予定）
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ホテルにおける人材育成調査

•主にＭＩＣＥに対応する人材の育成状況
回答者300名 2017年10
月 全国：人口50万以上
の都市の一定規模以上
の宿泊施設に勤めてい
る方
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ホテルにおける人材育成調査

•国際会議の実施経験は首都圏と関西が大半
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東京２３区

大阪京都

国際会議の実施経験のある回答者
は専門人材の育成を考えている



ホテルにおける人材育成調査
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離職率は高いと思う回答が７０％

外部･内部での
研修の成果は
比較的あると
考えている。

ただし、受けて
いる人は3分の
2程度



ホテルにおける人材育成調査
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自治体との連携の必要性
主催者満足の重要性を理解できるのは実
施回数の多い施設に勤めている回答者



作成プログラムとケース教材
科目群 科目名 単位数 必要取得単位数

基礎科目
経営戦略 1

0～4単位マーケティング 1
人的資源とキャリア開発 1
会計・財務諸表 1

発展科目

サービス・マーケティング 2

2～6単位
サービス・マネジメント 2
管理会計 2
組織管理 2
情報システム 2

先端科目
ソーシャル・マネジメント 2

4～6単位
ホテルマネジメント 2
地域観光 2
インターンシップ 2
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網掛け部分は今回企画、開発する科目

12単位以上で履修証明書が授与される

ケース教材：6本のケース教材の作成←国内地方観光×２、ホテルマネジメント
×２、海外地域観光、サービスイノベーション事例



ケースの作成状況

• 株式会社神戸ポートピアホテル
• 経営革新（ケース１）

• 経営品質賞への応募
• 経営品質賞の受賞までの道のり→全社的取り組み

• ＭＩＣＥへの対応（ケース２）
• 医療産業都市神戸におけるＭＩＣＥの開催ノウハウ
• 神戸コンベンションコンソーシアムの創設

• 国際会議開催件数日本一（2012年～2015年）
• 2017年 RCEP（第17回東アジア地域包括的経済交渉会合）
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ケースの作成状況

•株式会社神戸ポートピアホテル
•指定管理者
•複合施設の運営

• ホテル、国際会議場
•国際展示場
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国際会議場

ワールド記念ホール

国際展示場



ケースの作成状況

•株式会社四万十ドラマ
• 人口減少地域での新たな試み
• 研修事業を通した定住化

• 物販からセミナー事業での収益

リード文（課題提起）

第１章：組織の沿革

第２章：組織の人材育成

第３章：畦地社長の人となり

第４章：財務状況

第５章：開発商品、取扱商品、各関連企業

第６章：セミナー・研修事業

第７章：ネットワーク（会員制度RIVER）
第８章：近隣施設との連携

添付資料
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四万十ドラマ部門別売上推移



ケースの作成状況

• モンサンミッシェル
• 資料の精査→アンケート調査などの結果
• 島内、地域の政治的な問題への対応

•奈良県吉野町
• インタビューは11月中に終了
• 引き続き関係者への取材を続けている
• 限界集落の街おこし→現状うまく行っていない原因

•山陰合同ＤＭＯ
• ＤＭＯの会長等へのインタビューの日程決定
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プログラムの構成作業

• パイロット講義
・12月開講
新設予定科目「地域観光」

公開パイロット講義（テーマ：旅行者行動）

・1月開講予定
新設予定科目「ホテルマネジメント」

公開パイロット講義

• インターシップ科目
• 1月から2月にかけての開講予定
• 神戸ポートピアホテルと日本コンベンション協会
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